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所属教員 �

進藤　雄三
（理論社会学、医療社会学、家族社会学）

石田　佐恵子
（文化社会学、映像社会学、メディア文化研究）

伊地知　紀子
（生活世界の社会学、地域社会学、朝鮮地域研究）

川野　英二
（社会政策の社会学、比較社会学）

笹島　秀晃
（都市社会学、文化社会学、歴史社会学）

教育方針

社会学専修は、人間と社会の相関関係を分析する高度な社会学的専門知識を学

ぶことにより、研究者としての資質の向上とともに、高度専門職業人として社会

で活躍しうる人材の育成を目指しています。この目的を達成するために、カリキュ

ラムを理論系と調査系の 2 本柱で総合的に構成しています。「理論なき調査は盲目

であり、調査なき理論は死んでいる」という有名な言葉がありますが、理論と調

査は互いに他を前提としあう車の両輪のような関係にあり、どちらも大切なこと

はいうまでもありません。

前期博士課程のカリキュラムの内容は理論系・調査系に大別されますが、修士

論文の作成に関しては指導教員による定期的演習・指導とならんで、年 2 回の報

告会で論文内容を発表することが義務づけられていて、指導教員以外の教員、ま

た院生からの質疑応答を受けることになっており、集団指導体制をとっています。

自分の研究テーマが、社会学という広い枠のなかでどのような位置にあるのかを

確認する機会ともなっています。

後期博士課程では、基本的に博士論文の作成に向けての指導が中心になります

が、各年度末に当該年度の進捗状況の報告が課されます。

大阪市立大学社会学専修の研究上の特色は、現場に密着したフィールドワーク

の伝統にあります。もちろん、フィールドワークといっても、アンケートに基づ

く量的手法、各種文献・映像資料を軸とした分析、さらにはライフ・ヒストリー

やライフ・ストーリー、インタビューあるいは参与観察にいたる質的手法もすべ

て含まれます。シカゴ社会学流の用語でいえば、“down-to-earth” が一つの主要

な背骨をなしているといえるでしょう。

対象面に関していえば、大阪という日本を代表する大都市の公立大学である点

から、都市に関わる諸問題に関する実証的な研究の蓄積が、上記の志向性と関連

した社会学専修の一つの特色になっています。もちろん、個々の研究者あるいは

院生の関心によって、家族、医療、ジェンダー、メディア、文化、民族、宗教、

地域、労働、政策、教育、福祉など実に多様な領域を対象とした社会学的研究が

展開されてきていますが、それでもグローバル都市・大阪というフィールドを背

景とした研究、社会問題、人と移動への関心と志向性がゆるやかな共通性を示し

ています。

同時に、上記二点の特色は、社会学全般の領域に対する幅広い視野と理論的視

座に裏打ちされてのものであることを強調しておきたいと思います。何を、いか

なる観点から問題とし、それがいかなる研究上・実践上の意義を持つのかを見通

す力がなければ、“down-to-earth” は「木を見て森を見ない」誤謬を免れないか

らです。
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専門分野 文化社会学

最終学歴 筑波大学大学院社会科学研究科 学　位 博士（社会学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

文化社会学のなかでも、特に、映像社会学・テレビ文
化研究を専攻。最近の研究内容は、「グローバル化時代
のテレビ研究の方法と実践」「現代文化における〈有名性〉
の力と作用についての研究」「現代文化研究の展開と理
論的考察」「テレビ・アーカイブズの公共性」など。有
名人、マンガ、韓流ブーム、クイズ文化、ミュージアム
など、幅広いテーマから、国境を越えて拡大する現代メ
ディアの文化について考えています。

社会学的な研究法を身につけ、現代メディアの文化を
対象に研究を進めていきたい方、ぜひ一緒に研鑽を積み
ましょう。自分が探求したい研究テーマについてオリ
ジナリティを持って自律的に考えていくことが出来る学
生、特に国際交流や留学に興味のある学生を募集してい
ます。現在、石田研究室で学ぶ大学院生のうち、約半
数が留学生です。個人 HP:http://www.lit.osaka-cu.
ac.jp/user/ishita/

主 要 業 績

［著書］■『ポピュラー文化ミュージアム』（ミネルヴァ書房、2013、共編）
	 ■『ポスト韓流のメディア社会学』（ミネルヴァ書房、2007、共編）
	 ■『クイズ文化の社会学』（世界思想社、2003、共編）
	 ■『有名性という文化装置』（勁草書房、1998）

［論文］■�「ムービング・イメージと社会　映像社会学の新しい研究課題をめぐって」（『社会学評論』日本社会学会、237
（60‒1）、2009）

	 ■�“Media and Cultural Studies in Japanese Sociology: An Introduction,” (International Journal of 
Japanese Sociology, the Japan Sociological Society, vol.11, 2002)
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教 授
専門分野 医療社会学

最終学歴 京都大学大学院文学研究科 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

理論社会学、医療社会学、家族社会学を主要な研究領
域としている。理論的志向性を基軸に、医療および家族
領域を対象としてきた。具体的には、医療領域では特に
専門職論、および医療化論を中心に、家族領域では「家
族に介入する社会」、家族の医療化、近代家族論を中心
に研究を進めてきた。比較的最近では、逸脱の医療化の
国際比較を行っており、現在では日本における死の医療
化をてがかりに、「死の社会学」という領域に取り組ん
でいる。

「理論なき調査は盲目であり、調査なき理論は死んで
いる」―本当にその通りだと痛感しています。自分のし
ている、しようとしている研究が何であるのか、そのア
イデンティティは、社会学内部における「他者」との比
較、そして社会学外部の「他者」との比較を通してしか、
確認の術はありません。そしてその「比較」を可能にす
る二つの手段が「理論と調査」ではないでしょうか。

主 要 業 績

［著書］■『医療の社会学』（世界思想社、1990）『近代性論再考』（世界思想社、2006）
	 ■�『社会的コントロールの現在』（世界思想社、2005、共編著）『医療化のポリテイクス』（学文社、2006、共編著）『新た

なる排除にどう立ち向かうか』（学文社、2009、共編著）『社会学』（医学書院、2011、共著）
［論文］■「医療と『個人化』」『社会学評論』（216 号、2004）
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准教授
専門分野 比較社会学

最終学歴 大阪大学大学院人間科学研究科 学　位 博士（人間科学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

「グローバル化」がローカルな社会生活に及ぼす影響
が地域固有の文脈によってどのように異なるのか、また
ローカルな文脈効果を考慮に入れた貧困と社会問題の実
証研究に関心がある。現在は、大阪とパリを主なフィー
ルドとして、海外の大都市の都市社会政策および社会問
題の国際比較を行っている。理論的には「分析社会学」
や「関係社会学」と呼ばれるアプローチ、方法論的には
マルチレベル分析、シークエンス分析、社会ネットワー
ク分析など最先端の研究をとりいれながら、地域モノグ
ラフや生活史などの down-to-earth な調査も行う。

実証研究を行うためには、自分のフィールドをもつ、
丁寧なデータの収集と分析、新しい理論や分析手法の吸
収、外国語の習得の努力のいずれも欠かすことはできな
いが、大学院のゼミではとくに調査データの収集と分析
の方法に焦点を当てて教育を行なっている。

主 要 業 績

［翻訳］■�『資本主義の新たな精神』（ナカニシヤ出版、2013、共訳）
［論文］■�「大阪市民の貧困観と近隣効果―貧困層は対立しているのか？」（『貧困研究』第 9 号、2012、明石書店）、“Insécurité 

de lʼemploi et insécurité de parcours des travailleurs japonais” (Information sociales no.168, 2012, 
CAF)

［その他］■「�東京オリンピックの前に、都市社会政策と貧困を考える」（『シノドス』、2013 年 12 月 31 日 http://synodos.jp/
society/6608）
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教 授
専門分野 社会人類学

最終学歴 大阪市立大学大学院文学研究科 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

私は、大阪に最も多く住んでいる韓国・済州島出身の
人びとに出会い、これまで 20 年間済州島と日本の在住
地域でフィールドワークをしてきました。権力の圧制に
より移動を余儀なくされた人びとが創りだしてきた共同
性、それを支える生活世界に関心があります。こうした
他地域の異文化な人びとについての研究は、実のところ
私たちの生活と関わりがあるのです。私たちは、日々の
生活のなかで大小様々な事態に翻弄されながらも誰かと
共に対処する場面に立ち会います。そんなとき必要な想
像／創造力の源泉とは何か？ここに私の関心の種があり
ます。

私が担当するのは異文化理解、人びとの移動史、エス
ニック・コミュニティなどです。これらの内容について、

「なぜ？どうして？」という問いを持つことを重要視し
ます。個々のテーマに関する既存文献をこれでもかとい
うくらい読み、関連する場所で生きる人びとに出会って
みることをお勧めします。

主 要 業 績

［著書］■『日本人学者가 본 제주인의 삶（日本人学者が見た済州人の生）』（済州大学校耽羅文化研究所、2013、単著）
	 ■�『재일제주인의 생활사1 안주의 땅을 찾아서（在日済州人生活史 1―安住の地を求めて）』（ソニン［韓国］、2012、共

編著）
	 ■『生活世界の創造と実践：韓国・済州島の生活誌から』（御茶の水書房、2000、単著）
	 ■『在日朝鮮人の名前』（明石書店、1994、単著）

［論文］■「帝国日本と済州島チャムスの出稼ぎ」『日本学』（第 34 輯、2012、東國大学校文化学術院日本学研究所［韓国］）
	 ■�「解放直後・済州島の人びとの移動と生活史―在日済州島出身者の語りから」『日本帝国をめぐる人口移動の国際社会

学』（不二出版、2008、共著）
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専門分野 都市社会学

最終学歴 東北大学大学院文学研究科 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

第二次大戦後の産業社会から脱工業社会という社会構
造の変化における都市空間の変動について研究していま
す。特に近年は、戦後ニューヨークにおける芸術産業
の興隆と都市の空間の推移について、歴史資料・インタ
ビューデータ・参与観察などの質的な社会調査の手法を
用いて研究を行っています。新都市社会学・ジェントリ
フィケーション論などの都市社会学的視点、制度論的・
組織論的な文化社会学の視点、一次資料を重視しつつ社
会学理論を応用して事例を分析する歴史社会学、これら
三つのパースペクティブを大事にしています。

社会学では現象のメカニズムを説明するために簡潔な
理論的分析が重視されます。その一方で都市社会学では、
確かなデータに基づき厚みをもって事例を記述すること
も大事だと思っています。議論を通して、理論的視点と
事例の記述のバランスのとれた都市社会学的なモノグラ
フの面白さを伝えていければと考えています。

主 要 業 績

［論文］■「SoHo の芸術家街の形成とジェントリフィケーション」（『日本都市社会学年報』第 32 号、2014）
	 ■�「都市における秩序と多様性：ジェーン・ジェイコブスと割れ窓理論」）（吉原直樹編著『安全・安心コミュニティの存立

基盤』御茶の水書房、2013）
	 ■�”From Red Light District to Art District: Creative City Projects in Yokohamaʼs Kogane-cho 

Neighborhood,” (Cities, 33, 2013)
	 ■�「創造都市と新自由主義：デヴィッド・ハーヴェイの企業家主義的都市論からの批判的視座」（『社会学年報』、41、

2012）
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専修の特色

博士論文・修士論文題目

博士論文

▶「飯場の社会学：下層労働者の排除の構造とメカニズム」
▶「戦前期における海軍の広報活動の展開と民衆：海軍記念日講話を中心に」
▶「ディスアビリティを可視化する」
▶「『不登校』児家族の変容過程とセルフ・ヘルプグループの役割：『不登校』児親の会をてがかりにして」
▶「ホームレス問題における都市住民の認識と介入」
▶「被差別部落マイノリティのアイデンティティと社会関係に関する研究」

修士論文

▶「ＳＮＳを介した〈わたしたち〉をめぐる実践：『ハーフ』あるいは『ミックス』の相互交流を事例に」
▶「精神障碍者の自立支援をめぐる社会学：Ｓ市Ｈ訪問看護ステーション・グループホームＰにおける事例研究」
▶「携帯電話のテレビＣＭに映る〈ケータイ文化〉：日本と台湾の比較を通して」
▶「中国の若者における日本ポピュラー文化の受容：アニメファンを中心に」
▶「現代日本における看護業務の変化：1980年代以降の医療制度から見る看護師役割に関する社会学的研究」
▶「沖縄の労働世界の構成過程：ライフヒストリーからみる「経済構造」「沖縄性」「労働観」のダイナミズム」
▶「『盗撮』の多様性と監視社会：盗撮の社会問題化をめぐるメディア社会学的分析」

教室行事

4 月：新年度ガイダンス、都市文化研究センター研究員との交
流会、5 月：新歓コンパ、6 月：前期博士課程大学院入試説明会、
7 月：中間報告会（集中授業）、8 月：オープンキャンパス、10
～ 11 月：研究報告会（集中授業）、大学院入試説明会、12 月：

後期博士課程／前期博士課程、2 月：追い出しコンパ、などのよ
うに、年間を通したさまざまな教室行事（研究科主催を含む）が
あります。大学院生を中心とした読書会や研究会も活発に行われ
ています。

出版物

《学術雑誌》『市大社会学』（発行：市大社会学研究会）
社会学教室では、大学院生の研究発表の媒体として、2000 年

より査読付き論文誌を発行しています。これまで多くの院生が、

全国学会誌・専門学会誌に投稿する前のトレーニングの機会とし
て活用し、研究のステップアップにつなげています。

その他の特色

《資格》専門社会調査士
一般社団法人社会調査協会が認定する「専門社会調査士」の資

格が取得可能です。研究職を志望する人はもちろん、行政や企業
に就職をするさいにも役立ちます。他大学出身者も、大学院の専
門科目とあわせて学部授業の単位を別途取得することにより申請
することができます。

《共同研究》�都市・大阪に関する文化資源・社会調査データアー
カイブの構築

現在社会学教室では、学内の戦略的研究として、これまで収集・
実施されてきた、都市・大阪に関する文化資源、社会調査、研究
資料、研究成果の統合的データアーカイブを構築するプロジェク
トを実施しています。大阪の文化・社会に関する多様な研究と資
源の蓄積を活かして自らの研究を進める環境が整備されていま
す。
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進路

在学生・修了生の声

前 期 博士 課 程在学生 喜 多満 里 花 さん

現在、市大社会学教室に在籍している院生は、修士 11
人博士 3 人と他の大学院と比較するとやや少ないと感じ
る方もいらっしゃるかもしれません。しかし、この人数こ
そ市大社会学の魅力であると、私は考えています。まず
院生同士の関係から言っても、縦横ともに関係が密接な
ため、同期で研究会を行うことや、先輩方に研究につい
て相談に乗っていただくことが少なくありません。そして
少人数が故に、先生方に研究を見ていただく機会も多く、
その度に大変丁寧で熱心なご指導を頂いています。それ
らが時に厳しく感じることもありますが、それも含め、市
大社会学は研究者としての資質を磨くには最良の環境で
あると言えると思います。

前 期 博士 課 程
修了生

富士通エフ・アイ・ピー株式会社ビジネス企画推進部

周   音   伶 さん

現在私は、台湾等の外国に弊社のソリューションを拡
販する仕事をしています。当初、市大への入学を決めた
最大の理由は、研究したい分野における指導教授の存在
と、専門性及び多様性を受け入れる校風でした。市大で
はバラエティ豊富な授業を受けられますので、在学中様々
な興味が湧きだし、論文のテーマを何回も変更しました。
指導教授から辛抱強くテーマに応じた的確なアドバイス
をしていただき、先輩の方々からも良い刺激を受けたお
かげで、自分の納得する論文を書くことができました。
蔵書の豊富な図書館はお気に入りの場所なので、お勧め
です。ぜひ市大で学生生活を送っては如何でしょうか。

後 期 博士 課 程
修了生

福岡県立大学・准教授

堤 　 圭 史 郎 さん

野宿者問題を対象に研究しようと思い、大阪の魅力的
なフィールドにあり、都市問題研究に厚い蓄積がある市
大に進学しました。刺激に溢れた院生時代でした。突出
した個性をもつ教員の方々はもちろん、大衆文化や沖縄
など様々な対象を研究する先輩院生と話すだけで、私の
狭い視野が自ずと開かれていきました。様々な研究事業
に参加できたことも、今の研究教育に活かされています。
修論の締切前に同期の仲間と互いの文章を校正しあった
のもいい思い出です。個々の独立独歩を重んじつつ、い
ざとなれば協働できる―そのような場である市大社会学
だからこそ、多く研究者を輩出してきたのだと思ってい
ます。ぜひ市大社会学で “doing sociology” を楽しんで
ください。

後期博士課程修了（単位取得退学者も含む）

　後期博士課程の定員は前期博士課程の半数で、より専門
的な研究を極め、大学教員やその他の研究職を目指す学
生が進学します。博士論文を完成し、博士号を取得した修
了生の就職先としては、松山大学、目白大学、福岡県立大
学、尚絅学院大学、ノートルダム清心女子大学、四天王寺
国際佛教大学、愛媛大学、志學館大学、大阪樟蔭女子大学、
広島国際学院大学、佛教大学、龍谷大学、岐阜県立看護
大学、静岡県立大学、研究所専門研究員などです。

前期博士課程修了

　近年では、前期博士課程を卒業し、専門を活かした仕
事に就く卒業生も増えています。過去 10 年間の卒業生
の進路は、高校教員（専修免許取得）、ＮＰＯ法人研究員、
新聞社、上級公務員（大阪市・奈良市）、公務員一般職、
民間企業などです。また、前期博士課程卒業後、他大学
の博士課程へ進学する道もあります。
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所属教員 �

池上　知子
（�社会心理学、社会的認知、偏見と差別、社会

的アイデンティティ理論、システム正当化理論）

山　祐嗣
（�認知心理学、推論、思考の潜在性・顕在性、

比較文化研究）

川邉　光一
（�生理心理学、行動神経科学、精神薬理学、高

次認知機能・精神疾患の脳内機構）

佐伯　大輔
（学習心理学、判断、意思決定、選択行動）

教育方針

前期博士課程・後期博士課程のいずれにおいても、希望する研究テーマに合っ

た教員の指導の下で、研究テーマの選定から学術雑誌への論文投稿に至るまでに

必要な、研究者としての態度・知識・技能が習得されるよう、指導が進められます。

前期博士課程では、主に「研究指導」において、研究テーマの設定、実験・調

査などの研究方法並びにデータ解析法、さらに論文の構成・形式など、修士論文

作成のための態度・知識・技能を習得できるよう、指導が進められます。

後期博士課程では、「論文指導」において、下記の段階を通して、博士論文作成

のための指導がなされます。

1 年次では、博士論文作成のための研究を行うのに必要な理論、実験・調査な

どの方法並びにデータ解析法に関する応用的な知識と技能を習得します。各大学

院生が、自分の研究課題に即した分野の専門書や学術論文を批判的に検討し、研

究課題に関する実験計画を立案できるよう、指導が行われます。

2 年次では、博士論文の研究課題に関連する国内外の論文を検討しながら、実

験計画に基づいて実験・調査を実施し、収集したデータの解析を行います。こう

した研究遂行の指導を通して、博士論文の完成を目指します。

3 年次では、実験・調査データをまとめ、博士論文の構成と論述の仕方などを

具体的に指導し、博士論文を完成させます。

前期博士課程・後期博士課程ともに、大学院生以上をメンバーとして週 1 回の

ペース実施している「金曜研究会」において研究の進捗状況の報告を行い、報告

内容について教員や他の学生達と討論を行うことで、研究を深めていきます。また、

指導教員の指導の下、研究内容を国内外の学会で発表し、学会誌に投稿するといっ

た、プロの研究者としての研究活動についても学んでいきます。

心理学専修では、実験心理学を基礎とした「行動・生理」、「認知」、「社会・文

化」の専門分野の教育・研究指導を通して、基礎心理学分野における研究者の養

成とともに、現代社会が直面する諸問題に心理学的観点から対処できる高度な専

門知識を持った人材の養成を目指しています。そのために、実証科学的方法論を

重視した教育・研究体制が組まれており、臨床分野を除くあらゆる心理学諸分野の、

基礎から応用にわたる幅広いテーマについて、学び研究することができます。また、

多くの実験室を有し、実験設備も充実しています。
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山
やま

　 祐
ひろ

嗣
し

教 授
専門分野 認知心理学

最終学歴 京都大学大学院教育学研究科 学　位 博士（教育学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

人間がどのように推論を行うのかという研究を通し
て、ヒトの合理性とは何かという問題に取り組んでいま
す。現在、（1）潜在的な過程の合理性と顕在的な過程の
合理性はどのように区別されるのか、（2）推論はそれぞ
れの文化においてどういう意味で合理的か、という問題
に興味をもっています。遠い目標として、文化多様性の
源泉に辿りたいという野望はありますが、それは途方も
ないものであるということは自覚しています。

卒業論文、修士論文、博士論文の指導において、自由
にテーマを選んでもらうのか、私のテーマの範囲内で
行ってもらうのか、常にジレンマがあります。始まりは
私とは異なるテーマであっても、最終的に同じ問題（た
とえば、「ヒトはどういう意味で合理的か」など）を扱
うことができれば、理想的ではないかと思っています。
現実的なこととして、学術雑誌への投稿は強く奨励して
います。

主 要 業 績

［著書］■『思考・進化・文化―日本人の思考力』（ナカニシヤ出版、2003 年）
	 ■『メンタリティの構造改革－健全な競争社会に向けて』（北大路書房、2012 年） 

［論文］■�“A cross-cultural study of hindsight bias and conditional probabilistic reasoning.” Thinking and 
Reasoning, 16, 346-371, Psychology Press. 

	 ■“A dual process model for cultural differences in thought.” Mind and Society, 6,143-172,  Springer. 
	 ■�”Matching versus optimal data selection in the Wason selection task.” Thinking and Reasoning, 7, 

295-311, Psychology Press. 

池
いけ

上
がみ

知
とも

子
こ

教 授
専門分野 社会心理学

最終学歴 京都大学大学院教育学研究科 学　位 博士（教育学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

人は自分が暮らす世界をどのようにとらえているの
か、他者や集団、さまざまな社会的出来事をどのように
理解し記憶しているのかを研究しています。他者に対し
て抱く印象や集団に対してもつイメージには、偏りや誤
りがみられます。なぜ、そのような偏りや誤りが生ずる
のか、その心理学的メカニズムを解明することが研究の
目標です。最近は、人間社会からなぜ差別や偏見がなく
ならないのか、人々はなぜ平等主義の理念と矛盾する現
実を変えようとしないのかについて、深層にある心理に
も関心を向けています。

私の研究室では、教員、大学院生、学部学生が、相互
に協力しながら、さまざまな研究プロジェクトを企画、
立案し、遂行しています。指導し、指導されるという関
係を超えて、皆で力を合わせ、対等な立場で共同研究を
進めていくという方針で臨んでおります。

主 要 業 績

［著書］■『社会的認知の心理学―社会を描く心のはたらき―』（ナカニシヤ出版、2001 年　共著）
	 ■『格差と序列の心理学：平等主義のパラドクス』（ミネルヴァ書房、2012 年） 

［論文］■�“State self-esteem as a moderator of negative mood effects on person impression.” Journal of 
Experimental Social Psychology, Vol.38, 2002, Elsevier)]

	 ■�“Precursors and consequences of ingroup disidentification: Status system beliefs and social identity.” 
Identity: An International Journal of Theory and Research, Vol.10, 2010, Psychology Press)

	 ■「差別・偏見研究の変遷と新たな展開―悲観論から楽観論へ―」『教育心理学年報』（第 53 集、印刷中）
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准教授
専門分野 学習心理学

最終学歴 大阪市立大学大学院文学研究科 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

主に学習心理学の観点から、ヒトや動物の意思決定や
選択行動に関する研究を行っています。例えば、「今も
らえる 1 万円」と「6 カ月後にもらえる 2 万円」のよう
に、「すぐにもらえる小さい報酬」と「待たされた後に
もらえる大きい報酬」の間の選択場面で前者を選ぶこと
を「衝動性」、後者を選ぶことを「セルフコントロール」
といいますが、このような選択を説明するための理論や、
選択に影響する要因について研究しています。他に、リ
スク状況下での選択や、社会場面における協力選択に関
する研究も行っています。

私の研究している「学習」とは、ヒトや動物の行動が
経験によって変化することを指しますが、このことは、
環境条件を整えることで、行動をより望ましい方向に変
えることができるという見方を提供してくれます。周囲
の環境を変えることが難しい場合もありますが、この行
動観は、私の研究・教育に役立っていると思います。

主 要 業 績

［著書］■『価値割引の心理学―動物行動から経済現象まで―』（昭和堂、2011）
	 ■『はじめての行動分析学実験―Visual Basic でまなぶ実験プログラミング―』（ナカニシヤ出版、2011、共著）

［論文］■�“Sharing, discounting, and selfishness: A Japanese-American comparison,” (The Psychological 
Record, Vol.61, 2011, 共著)

	 ■�“Humansʼ temporal and probabilistic discounting derived from choice proportions in a choice 
situation,” （『人文研究』第 61 巻、2010 年、共著）

	 ■�“Choice between constant and variable alternatives by rats: Effects of different reinforcer amounts 
and energy budgets,” (Journal of the Experimental Analysis of Behavior, Vol.73, 2000, 共著）

川
かわ

邉
べ

光
こう

一
いち

准教授
専門分野 生理心理学・行動神経科学

最終学歴 筑波大学大学院心理学研究科 学　位 博士（心理学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

ラットを用いた行動実験により、学習・記憶を中心と
した高次認知機能の脳内機構について薬物投与や脳損傷
などの手法を用いて研究を進めている。また、統合失調
症などの精神疾患の動物モデルを作成し、これらの動物
の行動異常を測定して精神疾患モデルとしての妥当性を
評価すると同時に、行動異常の原因となる脳内伝達物質
系の変化を調べている。これらの研究はヒトにも共通す
る脳内機構の探求を目指すものである。同時に、これら
の高次認知機能や行動異常を測定するための行動課題の
開発・評価も行っている。

生理心理学、行動神経科学という分野は心理学だけで
はなく、神経系に関する生物学的知識が必須とされる。
専門書や研究論文の精読により、これらの知識を確実に
身につけてもらいたい。また特殊な実験技法を習得し、
これを正しい手続きに基づいて実施することが適切な実
験データを得るために必要となる。これらの知識や技法
の理解と習熟を通して、自然科学的な考え方を育んでほ
しい。

主 要 業 績

［論文］■�“Effects of neonatal repeated MK-801 treatment on delayed nonmatching-to-position responses in 
rats.” (NeuroReport, vol.19, 2008)

	 ■�“Repeated treatment with N-methyl-D-aspartate antagonists in neonatal, but not adult, rats causes 
long-term deficits of radial-arm maze learning.” (Brain Research, vol.1169, 2007)

 	 ■�「新生仔期 NMDA 受容体拮抗薬反復投与動物の行動特性―統合失調症動物モデルとして―」（『人文研究』第 65 巻、
2014）
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専修の特色

博士論文・修士論文題目

博士論文

▶「理想自由分布理論に基づく個体分布の実験的研究」
▶「社会的拒絶への反応の規定因とその影響過程 �―二者関係の性質に注目して―」
▶「報酬の価値割引から見た自己制御の発達的研究」
▶「報酬の価値割引に関する実験的研究」
▶「日本的死の不安モデルの社会心理学的研究 �―日本的霊性とターミナルケア―」
▶「対人的葛藤の社会心理学的研究」

修士論文

▶「所属欲求と侵害場面における許しの関係 �―自己制御の影響とその性質―」
▶「ラットの指示性忘却に及ぼす内側前頭前野可逆的損傷の効果 �―go／no－go課題を用いて―」
▶「道徳的葛藤状況における目標伝染効果の検討」
▶「対人認知における確証バイアスとバイアス盲点現象の検討 �―血液型性格関連説の影響―」
▶「過剰な外的適応傾向と本来感の関係 �―理想自己と義務自己の類似性に注目して―」
▶「ゲーム場面におけるハトの協力行動の実験的分析 �―ゲーム構造と対戦相手の方略の効果―」
▶「自己受容の心的基盤としての愛着 �―理想と現実の乖離がもたらす負の影響の緩和効果―」

教室行事

4 月：教室ガイダンス
5 月：第 1 回卒業論文指導会
6 月：新入生歓迎コンパ
7 月：第 2 回卒業論文指導会
8 月：オープンキャンパス、集中講義

12 月：第 3 回卒業論文指導会、集中講義
2 月：修士・卒業論文口頭試問、追い出しコンパ、動物供養会
この他、金曜研究会（毎月 1 ～ 2 回）や、海外から招いた研

究者による講演やワークショップを行っています。

出版物

■『大阪市立大学文学部心理学教室 25 年のあゆみ』（1975）． ■『大阪市立大学文学部心理学教室 40 年のあゆみ』（1991）．

その他の特色

本学で提供されている単位を取得することにより、日本心理学
会が定める「認定心理士」の資格申請に必要な単位をそろえるこ
とができます。また、日本心理学諸学会連合が行っている「心理
学検定」の受験を薦めています。

心理学教室が主催・共催する学術イベント
OCU International Psychology Seminar, 行動数理研究会、

人間行動分析研究会

心理学教室の教員・大学院生が所属する学会
日本心理学会、日本社会心理学会、日本グループ・ダイナ

ミックス学会、日本感情心理学会、関西心理学会、Society 
for Personality and Social Psychology, Association 
for Psychological Science, Asian Association of Social 
Psychology, 日 本 認 知 心 理 学 会、 日 本 発 達 心 理 学 会、 日
本動物心理学会、日本神経科学学会、日本神経精神薬理学
会、日本行動分析学会、日本基礎心理学会、Association for 
Behavior Analysis International （ABAI）, Society for the 
Quantitative Analyses of Behavior （SQAB）
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進路

在学生・修了生の声

後期博士課程修了（単位取得退学者も含む）

大学教員（大阪市立大学、千葉大学、熊本大学、立命

館大学、立教大学、神戸学院大学、東邦大学、関西福

祉科学大学、流通科学大学、愛知淑徳大学、相愛大学、

畿央大学）、国際経済労働研究所など。

前期博士課程修了

一般企業（アストラゼネカ、（株）新教育総合研究会）、

官公庁（国立国会図書館、簡易裁判所事務官、大阪大学

法人職員、大阪市立大学法人職員）、公立中学校教員（英

語）、大学院博士課程（大阪市立大学）など。

前 期 博士 課 程在学生 山 盛 　 美 紅 さん

私が本学に入学して、早くも 1 年が過ぎました。いま
だに全てのフロアを巡り切れていないほど巨大な図書館、
動物実験のみならず、行動観察なども可能な数多くの心
理実験室といった、研究のための設備の充実度合いに目
を見開いた日々が昨日のことのようです。また、研究につ
いて、所属するゼミ以外の先生・先輩方に助言を頂けた
り、英語学習をこれでもかといわんばかりに受けられる
のも、なかなか他の学校では得られないチャンスではな
いでしょうか。

がっつり自分の関心を追究したい方、ぜひお越しくだ
さい。充実した環境と、なんだかすごく居心地のいい空
間が、あなたのご入学をお待ちしております。

後 期 博士 課 程
修了生

神戸学院大学人文学部・講師

空 間 美 智 子 さん

大阪市立大学文学研究科心理学専修は、非常に充実し
た研究環境と、手厚い指導が特徴です。他の大学院には
ない幅広い分野の実験室が整備されており、高度な研究
に取り組むことができます。研究成果を国内外に発信す
るための支援体制も充実しており、海外派遣プログラム
を利用することで、自らの研究を海外の研究者との共同
研究へと発展させることもできます。定期的に開催され
る研究会では、指導教員以外の教員からも助言を受け、
院生室では、院生同士で活発に議論をします。共に高め
合い、支え合える仲間に出会える場所でもあります。
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教育方針

【研究者・高度専門職業人・高度教養人の育成】本専修は、前期博士（修士）課

程及び後期博士課程を通して、教育学の分野における先端的知識と方法を身につけ、

独創的な研究を自ら行いうる研究者養成を主軸としています。もちろん、前期博士課程

を修了し、そこで習得した教育学の専門的知見等を活用することで、今日の社会的な

問題等の解決に応えうる高度専門職業人（専修免許状を有する学校教諭など）、また、

生涯学習への意欲をもち、人間、社会、文化、言語に対する深い理解を通して、国

際社会・地域社会においてさまざまな文化的活動を担うことのできる高度教養人の育成

も行っています。

【カリキュラムの特色】より学際的で異分野間交流を促す教育研究の推進をカリキュ

ラムの理念としています。具体的には、教育基礎学（思想・歴史）を基本として、教

育方法学（生活指導論、授業・教育課程論等）が中心をなし、その周辺に教育行政・

制度論や教師教育学、教育文化論等を配置するという形で構成されています。

【個別及び複数による総合指導体制】課程の修了に際して、前期博士課程の大学院

生は修士論文を、後期博士課程の大学院生は課程博士論文を執筆することが求められ

ます。これらの論文指導に対して、日常的な個別指導（正副担当教員）と定期的な合

同指導（全教員）を行っています。また、前期博士課程の大学院生は修了に必要な単

位数を考慮しながら講義・演習等を受講する必要がある一方で、後期博士課程の大学

院生は、講義・演習とは別に設けられた「論文指導」の時間で指導を受けます。

【広義の教育方法学】本専修の教育研究体制は、学習指導論（生活指導論を含む）、

教育課程論、学校制度論、社会教育論、教育行政論、教育政策論など現実の教育の

実施の仕方に直接かかわる研究、およびそれらの基礎理論としての教育哲学（教育思

想）、教育心理学、教育社会学、人間関係学などの研究を「広い意味での教育方法

学」とし、教育史はこれらの時間的発展、変化の相において把握するものと位置づけ

ることで発足・発展してきました。現在では、人間行動学を基礎的な理論としながら、

学校教育及び学校外教育の両面にわたる思想や制度、実践等に関する研究（授業と

生活指導の研究、教育コミュニケーションの研究、高等教育を含む教育行政の研究等）

を中心に、これらの事象を時間的な発展・変化の相で捉える教育史的なアプローチ、

また世界の広がりの中で捉える国際比較的アプローチが主として用いられています。

【教育研究の特色】本専修の教育研究の特色は、「共同（協働）性」：「研究者や教

育実践現場での教育者たちが共同（協働）しながら研究に取り組むこと」、「実践性（臨

床性）」：「教育現場（大学における教員養成も含む）への貢献を目指す研究を行うこと」、

「学際性（越境性）」：「教師論、カリキュラム論、学校経営論などさまざまな立場から

研究を行うこと」です。特に、「学際性（越境性）」が本専修の最大の特色です。多

様な専門領域を背景とする教員集団と触れ合うことで、大学院生たちは自らの専門分

野に限定されずに、幅広い視点で教育という事象を見つめ研究することができます。

教
育
学
専
修

所属教員 �

湯浅　恭正
（教育方法学、特別ニーズ教育論、生活指導論）

柏木　敦　
（教育史学、教育制度・政策論）

添田　晴雄
（比較教育学、比較教育文化史）

滝沢　潤
（教育行政学、教育制度論、学校評価論）

森　久佳
（教育方法学、カリキュラム論、教師論）

h
ttp://w

w
w

.lit.osak
a-cu

.ac.jp/ed
u

/
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柏
かし

木
わぎ

　 敦
あつし

教 授
専門分野 日本教育史

最終学歴 日本大学大学院文学研究科 学　位 博士（教育学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

日本の初等教育制度政策の展開過程を、歴史的な観点
から研究をしています。特に初等教育段階における子ど
もたちの「就学」「通学」が、どのようにして日常化す
るのか検討することを中心的な課題としています。「就
学」「通学」を、子どもや子どもを取り巻く人々と、制
度的背景や社会的背景との相互作用として捉え、その相
互作用のありようをあきらかにすることを目指していま
す。現在取り組んでいるのは、日本における義務教育年
限延長政策に関する研究です。

過去を知るということは、現在を正確に理解するため
の作業であると位置づけています。そのため可能な限り
一次史料に触れ、そして読み、過去に生きた人々や制度
政策に込められた意図を読み取り、理解することが講義
や演習の中心的作業になります。国語辞典、漢和辞典、
くずし字辞典、歴史事典等々の辞書類は必携です。

主 要 業 績

［著書］■『日本近代就学慣行成立史研究』（学文社、2012 年）
	 ■�「第三次小学校令の成立と実施に関する研究―就学督促の解釈と展開」（『地域教育の構想』同時代社、2010 年、共

著）
［論文］■「1900 年代における初等教育政策展開に関する考察」『日本の教育史学』（第 48 集、2005 年）
	 ■�「日本近代初等教育史研究の課題と展望―初等教育就学に関わる研究を中心として―」『日本教育史研究』（第 25

号、2006 年）
	 ■�「義務教育段階における二重学年制に関する研究：戦前期日本における二重学年制の導入とその反応」『人文論集』（第

48 巻、2013 年）

湯
ゆ

浅
あさ

恭
たか

正
まさ

教 授
専門分野 教育方法学

最終学歴 広島大学大学院教育学研究科 学　位 博士（学校教育学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

生活指導・特別ニーズ教育・インクルーシブ教育を対
象にした教育方法学研究を進めています。一つは障害の
ある子どもの学びの場である特別支援学校・学級におけ
る授業論の研究、二つには、通常学校における特別なニー
ズのある子どもの指導と授業づくり・生活指導について、
理論的・実証的にアプローチしています。

子どもたちの発達・障害・生活を見つめつつ、現代の
学校教育を転換するための理論的枠組みを問い返し、こ
れからの学校教育をどう展望するのかを学生の皆さんと
探究したいと思います。

主 要 業 績

［著書］■『新教師論』（ミネルヴァ書房、2014、共編著）
	 ■『特別支援教育のための子ども理解と授業づくり』（ミネルヴァ書房、2013、共編著）
	 ■『障害児授業実践の教授学的研究』（大学教育出版、2006）

［論文］■「発達障害と通常学級教育」日本特別ニーズ教育学会編『ＳＮＥジャーナル』19 号、文理閣、2013）
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滝
たき

沢
ざわ

　 潤
じゅん

准教授
専門分野 教育行政学

最終学歴 広島大学大学院教育学研究科 学　位 博士（教育学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

教育と政治、教育と市場などを中心的なテーマとする
教育行政学、教育制度学を専門にしています。特に多言
語社会における教授学習言語に関わる教育統治の実態と
その課題について、アメリカにおける言語マイノリティ
の平等な教育機会を保障するための行政、制度を対象に
研究しています。また、日本の教育行政改革（特に大阪府・
市の教育統治改革）、学校選択制度、高校入試制度など
の研究にも取り組んできました。

教育制度や教育（行政）学の前提となってきた国民国
家が相対化されるなかで、国民教育としての学校教育、
教育行政のあり方が根本的に問われています。大学院の
授業では、教育（行政）学の基本的な概念や枠組みを、
現代社会の動態のなかで批判的に捉え直し、現在進行し
ている教育（行政）改革を多様な観点から考察できるよ
うになることを目指しています。

主 要 業 績

［論文］■�「双方向イマージョン・プログラムを実施するチャーター・スクール―アカウンタビリティとバイリンガリズムを両立した意義とその
要因―」（『人文研究』大阪市立大学大学院文学研究科、64、2013）

	 ■�「カリフォルニア州における言語マイノリティ教育のアカウンタビリティ」（『教育学研究ジャーナル』中国四国教育学会、1、2005）
	 ■�「カリフォルニア州の州民投票・提案 227 の課題―教育政策の評価と教育の正統性に着目して―」（『教育制度学研究』日本教育制度学

会、9、2002）
	 ■�「カリフォルニア州における言語マイノリティ教育の規制緩和―アカウンタビリティの質的変化を中心に―」『比較教育学研究』日本比

較教育学会、27、2001）
	 ■�「徳島県における総合選抜制度の維持・拡大要因に関する実証的研究」『教育行政学研究』西日本教育行政学会、20、1999、共著）

添
そえ

田
だ

晴
はる

雄
お

准教授
専門分野 比較教育学

最終学歴 大阪市立大学大学院文学研究科 学　位 教育学修士

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

比較教育文化史。教育文化は、あまりにも日常化しす
ぎて当事者にはほとんど意識されないが、教育の在り方
や成果に対して決定的に重要な影響力をもつ。そのよう
な日本の教育文化の特質をモノ（学校建築、黒板、学習
具など）・コト（行事、時間割など）・言語に注目し、比
較の手法を用いて究明している。とくに、教育文化のひ
とつであるメディアとしての音声言語と文字言語が学習
場面や教育場面でどのような役割を果たしているかにつ
いて比較的、歴史的に研究している。

研究方法論としての比較を身につけて欲しい。①たと
えば「いじめ」と「bullying」のように、言語による言
葉の意味の差異を敏感になること。②比較可能性や比較
妥当性を吟味すること。③表面的な教育現象の比較に留
まらず、その基盤となる社会的・文化的・歴史的背景を
総合的に比較考察することである。

主 要 業 績

［著書］■�ロイ・ロウ著／山﨑洋子・添田晴雄監訳『進歩主義教育の終焉―イングランドの教師はいかに授業づくりの自由を
失ったか―』知泉書館、2013 年

	 ■�杜成憲・添田晴雄編『城市中小学校課程開発的実践為課題―中日比較研究―』華東師範大学出版社、中国語版、2005
年

［論文］■�「『モノ』『コト』による比較教育史の可能性―学習具の歴史を事例に―」、教育史学会 50 周年記念出版編集委員会編
『教育史研究の最前線』日本図書センター、2007 年

	 ■�「文字から見た学習文化の比較」「筆記具の変遷と学習」、石附実編著『近代日本の学校文化誌』思文閣出版、1992 年
	 ■「『体罰』総論―比較研究のために―」、日本比較教育学会『比較教育学研究』第 27 号、2013 年
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森
もり

　 久
ひさ

佳
よし

准教授
専門分野 教育方法学

最終学歴 大阪市立大学大学院文学研究科 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

教育方法学、特にカリキュラムや教師論を中心に、こ
れまで、歴史的な事象をテーマとする研究（「歴史的アプ
ローチ」からの研究）および現代的な事象をテーマとす
る研究（「現代的アプローチ」からの研究）を行ってき
ました。「歴史的アプローチ」からの研究としては、新
教育運動期の教育実践史（方法史）・カリキュラム史研究、

「現代的アプローチ」からの研究としては、「学校を基盤
とするカリキュラム開発（School Based Curriculum 
Development）」に関する研究や教師及び教師教育（教
員養成）に関する研究を行ってきました。

理論と実践の総合化を学生と共に志向するために、「理
論」と「実践」、「歴史的（視点）」と「現代的（視点）」
の複層的・重層的なつながりを意識しながら講義・演習
を行います。そうすることで、学生には、実践（現場）
を視野に入れた理論的・思想的知見の把握を目指しても
らいたいと考えています。

主 要 業 績

［著書］■『こどもと関わる』（ブイツーソリューション、2013、共編著）
	 ■『教師の仕事と求められる力量：新たな時代への対応と教師研究の知見から』（あいり出版、2011、共著）

［論文］■�“Development of a New Curriculum Leadership Model with a Focus on Its Relation to the 
Professional Learning Communities,” Back to the Future: Legacies, Continuities and Changes in 
Educational Policy, Practice and Research (2013, Sense Publishers, 共著)

	 ■�「『共同体中心』学校を目指したデューイ実験学校の学習活動の体制とその特色に関する研究」（『教育方法学研究』日
本教育方法学会、36、2011）
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専修の特色

博士論文・修士論文題目

博士論文

▶「アメリカ進歩主義教育におけるマリエッタ・ジョンソンの「ライフ」概念に関する研究」
▶「デューイ・スクール（Dewey School）のカリキュラム形態に関する研究� �

 �―「仕事（occupation）」の成立過程とその位置づけを分析視角として―」
▶「ドイツ新教育運動期におけるべルトールト・オットーの「協同体」形成とその実践に関する教授学的研究」
▶「中国都市家族の育児環境と子どもの社会化に関する研究」
▶「児童の自己評価能力の育成方法に関する実証的研究」
▶「教員人事評価の理論と方法に関する研究 �―教職と学校組織の視座から―」
▶「学校教育における自治的活動の指導に関する教育方法学的研究 �―公共性に着目して―」

修士論文

▶「生活指導におけるリーダー指導に関する一考察 �―学級集団づくり論を中心に―」
▶「�教師の合意形成力量に関する研究� �

 �―ジェンダー／セクシュアリティの教育を志向する教師のライフヒストリーから―」
▶「現代のいじめとアサーション・トレーニングに関する研究 �―傍観者に焦点を当てて―」
▶「�外国をルーツにもつ子どものアイデンティティ形成に寄与する母語教育� �

 �―公立小学校における取組を中心とした実証的研究―」
▶「イギリスにおけるシティズンシップ教育の展開とクリック報告 �―政治的リテラシーの意義―」
▶「「受容」観から見た教師論」
▶「障害児・者の自立と生活教育 �―青年期における学びの場を中心に―」
▶「中国における中等職業教育カリキュラムの開発と実際 �―日中国際比較研究―」

教室行事

【修士論文指導】構想発表会（前期博士 1 年対象）：年 2 ～ 3 回
／合同指導会（前期博士 2 年対象）年 2 ～ 3 回。

【教育研究フォーラム】教員・大学院生対象：年 2 ～ 3 回開催。
教員や大学院生が、現在取り組んでいる研究テーマに関する発表
を主として行います。また、外部から講師を招聘して行うことも

あります。
【教室旅行】教員・大学院生・学部生対象：10 ～ 11 月頃に 1 泊
2 日で実施。専修・教室の親睦を図ることを目的とした旅行で、
教育学に関する学習会が夜のレクリエーションとして実施されま
す。

出版物

【『教育学論集』】年 1 回、12 月刊行。1975（昭和 50）年より
発刊されてきた教育学専修・教育学教室による学術雑誌です。教
員や大学院生が主たる執筆者として数々の研究成果が掲載されて

きました。2011（平成 23）年 12 月発行の第 38 号からは、大
阪市立大学教育学会（下記参照）の学会紀要として位置づけられ、
内容の充実・発展を経て今日に至ります。

その他の特色

【大阪市立大学教育学会】2011（平成 23）年 12 月に発足した
組織で、本専修が事務局となっています。年次大会の開催（12
月）や機関誌である『教育学論集』の発行（12 月）といった活
動を中心に行っており、さまざまな分野で活躍されている本専修
の修了生の方々との貴重な研究交流の場ともなっています。ホー
ムページもご覧ください（http://educa.lit.osaka-cu.ac.jp/
ocuedu/index.html/ もしくは、「大阪市立大学教育学会」で検
索）。

【本専修在学者の出身校・前職など】［国内］大阪市立大学（文学部・
教育学教室／同・哲学教室／商学部／経済学部／理学部）、愛知
教育大学、大阪大学、大阪教育大学大学院、京都教育大学大学院、
神戸市外国語大学、滋賀大学大学院、滋賀県立大学、同志社大学
大学院、和歌山大学、公立学校教員（小学校、高等学校）、など。 

［国外］延辺大学（中国）、華東師範大学（中国）、など。
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進路

在学生・修了生の声

前 期 博士 課 程在学生 植 田 　 英 里 さん

教育学専修では、学校教育を中心に教育学・教育方法
学などを様々な視点から捉え、研究することができます。
教育というものは、すぐに結果が明らかになる研究分野
ではありませんが、子どもたちという未来の社会に関わ
る分野です。私はこの点に研究の魅力を感じています。
また、大学院では学部と比べ少人数の授業になり、主体
的により深く研究していくことが求められます。現在は
10 人程の大学院生が所属しています。学年を越えて仲が
良く、各自の研究会や、学部生と共に参加する教室旅行
など学生同士の交流機会も活発な研究室です。院生の研
究テーマはそれぞれ異なるので、教育という 1 つの軸に
沿って幅広く学ぶことができるのがこの専修の魅力です。

前 期 博士 課 程
修了生

大阪府公立中学校教諭

廣 野 慎 一 郎 さん

私は現在、大阪府下の公立中学校教諭として勤務して
います。教員生活の中で、長年蓄積された研究の成果で
ある「教育学」に裏打ちされた見識をもっていることは、
少なからぬ力になっていると感じています。大学院で身
に着けた見識や応用力を教師としての経験と組み合わせ
ることで、日々向き合う事象への一つの答えが出せるこ
とがあります。教師を目指していた私が、商学部から教
育学専攻に進学した理由のひとつがここにあります。教
育学を学び、研究の蓄積に触れることは、私の教師とし
てのキャリアに、今後も大きく資すると思っています。

後 期 博士 課 程
修了生

鹿児島大学・教育学部・准教授

廣 瀬 　 真 琴 さん

現在、学部・大学院では教育方法学に関連する講義等
を、学部に委託された文部科学省等の事業では研修ツー
ルの開発と評価を、社会貢献としては、各学校の研究や
研修に携わり、カリキュラムや授業について共同的に探
究する役割を担っています。こうした解答のない創造的
な営みには、学術的な知識、共同的・対話的な探究力が
必要ですが、それらはこの教育学専修の大学院で磨かれ
ました。多様な専門性を有する先生方や院生仲間との講
義内容や研究デザイン等に関する真剣な議論、そして理
論と実践の往還を促した学校現場の教職員や子どもたち、
保護者との対話は、教育学者としての自己を形づくる大
きな財産となっています。

後期博士課程修了（単位取得退学者も含む）

大学教員：常勤（［国内］愛知教育大学、愛知江南短期
大学、藍野大学、大阪教育大学、大阪市立大学、鹿児
島大学、川口短期大学、関西大学、関西女子短期大学、
甲南女子大学、四国学院大学、島根大学、高田短期大学、
東洋大学、富山国際大学、奈良教育大学、鳴門教育大
学、日本福祉大学、羽衣国際大学、兵庫大学、福井大
学、平安女学院大学、武庫川女子大学、龍谷大学、流
通科学大学、など。［国外］ 哈爾濱（ハルビン）師範大学�

（中華人民共和国）、など。）

前期博士課程修了

公立高等学校教員（大阪府）公立中学校教員（和泉市、

松原市、八尾市）公立小学校教員（名古屋市、貝塚市、

寝屋川市）私立小学校教員（大阪府）地方公務員（大阪

市教育委員会）大学院後期博士課程進学（大阪市立大学）
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所属教員 �

大場　茂明
（都市政策、ドイツ地域研究）

水内　俊雄
（都市社会地理学）

山﨑　孝史
（政治地理学、沖縄研究）

祖田　亮次
（人文地理学）

木村　義成
（地理情報システム）

教育方針

前期博士課程の院生は、演習を主体とした授業を受けつつ、修士論文の執筆に力

を注ぎます。後期博士課程になると、学会での口頭発表と学会誌への学術論文の投

稿が義務づけられ、国際学会での発表も奨励されます。院生の研究テーマに特に制

約はありませんが、最近は都市研究を専攻する者が多いようです。前期・後期課程と

も正・副 2 名の指導教員が就き、マンツーマンのきめ細かな指導を心がけています。

後期博士課程 3 年次を終えると、課程博士の学位を請求することができます。本専

修では原則としてレフェリーのある学術雑誌に掲載された論文が 3 編以上あり、400

字詰め原稿用紙に換算して 300 ないし 400 枚以上の分量のオリジナリティに富ん

だ内容を持つ論文を、所定の提出日までに提出することを条件としています。1999

年以降、計 15 名が博士（文学）の学位を取得し、大学ほか研究機関にて研究者とし

て活躍しています。

地理学専修では、都市・経済地理学、文化・社会地理学、政治地理学、地理情報

論といった地理学の広範な分野を学ぶことが可能です。研究環境はハード、ソフト面

できわめてよく整備されており、少人数教育が行われています。また教員と院生、院

生同志、他専修や他大学院との自主的研究会活動もさかんです。当専修ではフィール

ドワークの力を備えた、現代世界の課題に鋭敏で、総合的な思考力と行動力をもった

院生を育成することを目標としています。海外の大学との研究交流も盛んで、留学生

も積極的に受け入れています。これまで多くの他大学出身学生を受け入れてきた経験

を持ち、包容力ある指導のもとで、すでに 30 名以上が大学等の研究職に就き、人

文地理学における関西の拠点大学院の一つとして研究・教育・社会貢献・国際交流の

面で実績を積み重ねてきました。

かつて教室創設者の村松繁樹教授を中心に、富山県の礪波平野散村や五箇山山村

の共同調査が実施されて以来、野外調査を基本とする研究方法は、当教室の重要な

伝統となっています。また新旧教員や卒業生による都市大阪とその周辺における地理

学的研究の蓄積も重ねられており、それらの成果は『日本の村落と都市』（1969、ミ

ネルヴァ書房）、『アジアと大阪』（1996、古今書院）などの単行本や、『空間・社会・

地理思想』の逐次刊行に示されています。また、海外調査研究の面でも、アジア・ヨー

ロッパ・アメリカなどで現地調査に携わったスタッフを擁し、COE，GCOE，GP，

COC，頭脳循環などのプログラムに関わりを持つ教員も多く、国際的な広がりを持っ

た教育・研究が実施されています。

地
理
学
専
修

h
ttp://w

w
w

.lit.osak
a-cu

.ac.jp/g
eo/



O
S

A
K

A
 C

IT
Y

 U
N

IV
E

R
SIT

Y
 G

raduate S
chool of L

iterature and H
um

an S
ciences

地
理
学
専
修

50

水
みず

内
うち

俊
とし

雄
お

教 授
専門分野 都市社会地理学

最終学歴 京都大学大学院文学研究科 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

1．近代都市史、地域形成史を資料フィールドワーク
と現地ヒアリングなど通じて再現する地域の歴史地理学
的アプローチや、より地理思想的な観点に立つ政治地理、
地政学的実践の解明。2．都市の住宅問題や住宅政策の
歴史を都市計画や社会福祉を視野に入れながら現代的な
ハウジング研究、あるいはコミュニティの再生やまちづ
くり、地域づくりの関する研究で、中山間地も対象とし
ている。3．東アジア（日本、韓国、台湾、香港など）
を中心にホームレスや生活困窮者支援の NPO ／ NGO、
施策形成に関わるアクターとインナーシティ再生に関わ
る研究、が主なフィールドである。

資料フィールドワークでも、アクションリサーチ型
フィールドワークでも、現場での生身のコミュニケー
ションや向き合うことをベースにしつつ、常にエビデン
スベースで社会的実践につながってゆく研究をバック
アップする教育を行っている。個人研究を重んじつつ、
社会が要請している課題に対する共同研究も数多く実施
する国際的研究チームを、研究員、院生、卒論生とで常
に動かしている。

主 要 業 績

［著書］■『モダン都市の系譜―地図から読み解く社会と空間』（ナカニシヤ出版、2008、共著）
	 ■『空間の社会地理』（朝倉出版、2004、編著）

［論文］■�“Homelessness, housing insecurity and social exclusion in China, Hong Kong, and Japan”, City, 
Culture and Society (1-3, 2010)

	 ■�The new mode of urban renewal for the former outcaste minority people and areas in Japan, “Cities”
(27-S1, 2010)

	 ■「脱ホームレス支援からみたアジアンハウジングの最先端」『建築雑誌』（vol.128、2013）

大
おお

場
ば

茂
しげ

明
あき

教 授
専門分野 地理学

最終学歴 大阪市立大学大学院文学研究科 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

ヨーロッパ地誌、ならびに土地・住宅政策を中心とす
る近現代ドイツの都市研究を専門としています。ルール
地域、ハンブルク市など、大都市圏内のインナーシティ
や郊外住宅団地を主要なフィールドとして現地調査を
行っています。また、歴史的建造物の保全と活用など、
地域資源を活かした都市再生にも関心があり、最近では
地元市民団体と協力しながら、大阪市内をはじめとする
日本国内でのまちづくり事業に関わっています。研究室
には海外からの研究者の訪問も多く、国際的・学際的な
雰囲気に溢れています。

「制度や政策が空間に如何に投影されるか」というテー
マに長年関心があり、それを実地で観察・理解するため
に、現場でのディスカッションを重視します。「地理学
は理論と実践とが有機的に結びついてこその学問であ
る」と信じていますので、皆さんにも積極的に国内外に
足を運んでほしいと願っています。

主 要 業 績

［著書］■『近代ドイツの市街地形成－公的介入の生成と展開－』（ミネルヴァ書房、2003）
	 ■『欧米の住宅政策―イギリス・ドイツ・フランス・アメリカ―』（ミネルヴァ書房、1999、共著）

［論文］■�「グローカル化時代における EU 成長都市圏の地区更新戦略―ハンブルクを事例として―」『日本都市学会年報』
（46、2013）

	 ■�“Osaka: Vergangenheit und Gegenwart der japanischen Handelsmetropole” Hamburger 
geographische Studien (No. 49, 2001, Institut für Geographie der Universität Hamburg)
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祖
そ

田
だ

亮
りょう

次
じ

准教授
専門分野 地理学・地域研究

最終学歴 京都大学大学院文学研究科 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

現在までの研究の関心事項は、以下の諸点である。1．
東南アジア少数民族の移動（都市－農村間移動、生態的
移動、国際／越境移動）、2．熱帯地域における土地・資
源利用と管理をめぐるポリティクス、3．日本およびア
ジアにおける河川流域学と災害文化論。基本的には、人
と自然との関係性を社会的・文化的・政治的な観点から
考察することを前提としており、古代神話から開発行政、
テクノロジーまでをも含みこんだ人間－環境関係論の再
構築を目指す。

我々が重視する現地調査には時間がかかります。短期
間で調査を行い、データを取得し、それを分析して、論
文執筆するには、事前の綿密な研究計画が必要になりま
す。一方、「面白い」計画を立てるには、豊富な学問的
知識と豊かな想像力が必要です。既存文献の読み方から
研究の進め方まで、トータルで考える機会を提供します。

主 要 業 績

［著書］■�“People on the move: rural-urban interactions in Sarawak” (Kyoto University Press and Trans 
Pacific Press, 2009)

	 ■『資源と生業の地理学』（海青社、2013、共著）
	 ■『ボルネオの〈里〉の環境学―変貌する熱帯林と先住民の知』（昭和堂、2013、共編著）

［論文］■�“Development policy and human mobility in a developing country: voting strategy of the Iban in 
Sarawak, Malaysia” Southeast Asian Studies (Vol.40-4, 2003) 

	 ■「多自然川づくりとは何だったのか？」『E‒Journal GEO』（7 巻 2 号、2012、共著）

山
やま

﨑
ざき

孝
たか

史
し

教 授
専門分野 政治地理学

最終学歴 米国コロラド大学地理学部�  
大学院

学　位 Ph.D.

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

研究領域は人文地理学、特に政治地理学と地政学、そ
して沖縄研究です。グローバル化や国際情勢の変化が特
定の場所で活動する組織や生活する人々にどのような政
治的行動を惹起させるのかに注目しています。少し抽象
的に言うと、マクロな政治経済的構造がミクロな行為主
体の行動とどのような関係を持つかを考察しています。
具体的には、国内外での政治地理学の展開を跡付けなが
ら、日本（大阪）や沖縄（沖縄島中北部）を事例として
研究しており、特に沖縄では米軍基地をめぐる社会運動、
選挙、跡地利用・再開発というテーマに取り組んでいま
す。 詳 し く は http://www.lit.osaka-cu.ac.jp/user/
yamataka/home.htm 参照。

文献を渉猟して理論的理解を深めるとともに、インテ
ンシブなフィールドワークによって実証的に考察すると
いうアプローチをとっています。国際比較を行うなど、
広い視野から対象に接近する姿勢を奨励し、その成果を
国際的に発信する指導を心掛けています。政治を地理学
の対象から排除せず、一緒にフィールドで考えてみま
しょう。

主 要 業 績

［著書］■『政治・空間・場所―政治の地理学にむけて［改訂版］』（ナカニシヤ出版、2013）
［論文］■�“Reemerging Political Geography in Japan” Japanese Journal of Human Geography (Vol. 64 (6), 

2012, The Human Geographical Society of Japan, co-authored)
	 ■�“The US Militarization of a ʻHostʼ Civilian Society: The Case of Post-War Okinawa, Japan” (S. Kirsch 

and C. Flint eds. Reconstructing Conflict: Integrating War and Post-War Geographies, 2011, Ashgate, 
Surrey, UK) 

	 ■�「軍民境界都市としてのコザ―暴動の記憶とアイデンティティ」谷富夫ほか編『持続と変容の沖縄社会―沖縄的なる
ものの現在』（ミネルヴァ書房、2014）

	 ■「知事・市長意見交換会の言説分析からみた大阪都構想」『市政研究』（第 173 号、2011）
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木
き

村
むら

義
よし

成
なり

准教授
専門分野 地理情報学

最終学歴 新潟大学大学院医歯学総合研
究科

学　位 博士（学術）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

わたしの専門は「地理情報学」です。地理情報と聞く
とイメージがつきにくいかもしれません。皆さんが住む
世界のあらゆる情報は「地理情報」として扱われており、
現在、様々な学問分野で「地理情報」が活用されています。
特に、わたしは保健医療分野での「地理情報」の活用を
研究課題としています。具体的には、より良い救急医療
や災害医療に向けて、医療、地物、人口統計などの様々
な地理情報を用いて、地理情報システム（GIS）を用い
て可視化や分析を行っています。

地理情報は様々な研究分野で活用されています。例え
ば、社会学ではライフスタイルや社会経済的な特性によ
る住民の棲み分けが国内外で、どのような違いがある
か？など、地理情報を用いた分析が行われています。地
理学のみならず、空間や地域に関わる研究に興味のある
方は、わたしが提供している講義や実習にご参加くださ
い。

主 要 業 績

［論文］■�“Is Location Associated With High Risk of Hypertension? Shimane COHRE Study” (American Journal 
of Hypertension vol. 25(7), 2012, T Hamano, Y Kimura, et.al.). 

	 ■�“Use of a Geographic Information System (GIS) in the Medical Response to the Fukushima Nuclear 
Disaster in Japan” (Prehospital and Disaster Medicine vol. 27(2), 2012, T Nagata, Y Kimura, and M 
Ishii). 

	 ■�“Geodemographics profiling of influenza A and B virus infections in community neighborhoods in 
Japan,” (BMC Infectious Diseases vol. 11(36), 2011, 共著)

	 ■�「地理情報システム (Geographic Information System; GIS) を用いた島根県における救急搬送カバー率に関する
検討」（『日本農村医学会雑誌』Vol.60‒2、2011、共著）
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専修の特色

博士論文・修士論文題目

博士論文

▶「香港におけるホームレスに関する都市地理学的研究 �―住宅施策とホームレス支援の系譜の分析から―」
▶「戦後都市における「不法占拠」地区の消滅過程に関する地理学的研究」
▶「現代都市のストリートをめぐるアーティストの実践と空間管理に関する地理学的研究」
▶「縁辺地域における公共サービス・地方財政の実態に関する地理学的研究」
▶「地域労働市場と女性就業の地理学的研究 �―ジェンダー視点を導入して―」
▶「近代日本における観光空間の生産をめぐる文化地理学的研究」

修士論文

▶「緑茶消費変化に対する産地の受容と対応 �―三重県・伊勢茶を事例として―」
▶「米軍統治下の沖縄における基地跡地利用 �―コザ解放地を事例に―」
▶「ホー�ムレス支援にみられる地域格差とトータルサポートをめざしたシステムの構築�

 �―新たなセイフティネットづくりへの模索―」
▶「衰退�地区改善にとっての「新しいガバナンス」と都市統合政策�

 �―ドルトムント市ノルトシュタット地区を事例に―」
▶ �Policies on Homelessness and Place-based Activities of NGOʼs and Grassroots 

Organizations in East Asia: the Case of Osaka, Seoul and Hong Kong

教室行事

教育・研究に関する専修の行事として、教員・大学院学生全員
が参加する大学院合同ゼミを月に 1 回の割合で開催しています。
ここでは、前期博士、後期博士課程の大学院学生による研究発表

をもとに、活発な討議が行われます。このほか、6 月初旬には教
室メンバー全員が参加する春季巡検（日帰り）、2 月中旬には卒
論修論発表会・予餞会が開催されます。

出版物

『空間・社会・地理思想』（1996 年～、年 1 回刊行）

その他の特色

大学院学生は、人文地理学会を中心に学会発表、論文投稿など、
活発に活動しています。学内の都市文化研究センターや都市研究

プラザの研究員として活躍する者も多くいます。
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進路

在学生・修了生の声

後 期 博士 課 程在学生 ヨハネス・キーナーさん

私は、地理学教室の後期博士課程で、ジェントリフィ
ケーションについての研究をしています。ジェントリフィ
ケーションとは、より裕福な人達が貧しい人の多く住む
衰退した地域（インナーシティ）に流入する人口移動現
象です。本教室が長きにわたる伝統として蓄積してきた
野外調査のノウハウを学びながら、地元の人と同じ目線
で社会経済的な環境の変容について調べています。その
結果を GIS（地理情報システム）で可視化し、現場にあ
る課題から理論を発展させます。また、アジアやヨーロッ
パ、アメリカの現地調査を行っている人や、国際学会に
携わる教員・院生も多いです。様々な現場と出会い、比較・
議論をしながら研究が進んでいき、地理学がますます楽
しくなります。

前 期 博士 課 程
修了生

株式会社ヴィンクス

丸 市 　 将 平 さん

私は前期博士課程の 2 年間、緑茶の流通について研究
をしていました。現在はソフトウェアベンダーで働いてお
り、入社の際には専門性を問われることもなければ、在
学中に得た知識がそのまま仕事に活かされることもあり
ません。このような私が社会人になって思うことは、地
理学専修に在籍した 2 年間で得た、物事を多面的に捉え
るという地理学特有の視点が社会一般で広く通用すると
いうことです。基礎演習や共同演習にて各教員から公平
で的確な指導を得られる教室制度のもと、地理学の研究
手法を十分に修得することができるため、論文執筆ひい
てはその後の進路でも通用する力を養うことができます。
是非、地理学専修へ！

後 期 博士 課 程
修了生

同志社大学・助教

本 岡 　 拓 哉 さん

前期博士課程から 6 年間、大阪市大地理学教室に在籍
しておりました。在学中は、個性豊かな教員や院生、学
部生、卒業生との交流によって、多くの実りを得るととも
に、研究に行き詰まった時などには、随分と助けられて
きました。私自身、現在は他大学にて研究職を続けてお
りますが、その立場から市大地理学教室を見ますと、教
員や卒業生を通じた、様々な形での社会や世界へのアク
セスが特色かと思います。社会の諸事象を地理学的に考
え、実践していくためには最高の場であったとも考えて
おります。

後期博士課程修了（単位取得退学者も含む）

大学研究者（大阪市立大学、大阪大学、神戸大学、奈良

女子大学ほか）、研究機関（大阪市政調査会）など。

前期博士課程修了

一般企業、官公庁（山口県庁、東大阪市役所）、大学院博

士課程進学（大阪市立大学、名古屋大学、東北大学）など。


